







之地以観祅祥也昔禹治之水土制 而列五服也殷因於夏無所變改周旣克殷而改禹徐梁二州合 於雍青〈徐州以入青州梁州以合雍州也〉分冀州之地以為幽并也［一］ 「礼」に作る。
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と爲す〈帝は堯を謂ふなり。臧 善なり。 〉 。閼伯を商丘 遷し辰を祀らしめ 商丘は宋の地。辰は大火なり。故に心を以て商星と
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十三度に在り。故に鶉火と曰ふ 」と。 〉と曰ひ、又、 『星
 天







 須女に出づ。 故に神に憑る所なり。 」 と。 〉

















晉侯有疾。鄭伯使公孫僑如晉聘、且問疾。叔向問焉曰、 「寡君之疾病、卜人曰『實沈・臺駘爲祟。 』史莫之知。敢問此何神也。 」子產曰、 「昔、 高辛氏 二子。伯曰閼伯、 季曰實沈。



























牛。 〉 。則我皇妣大姜之姪伯陵之後、 逄公之所憑神也〈逢公、伯陵之後、大姜之姪、殷之諸侯、封於齊地。 〉 。
歲
之所在、




















































































て玄枵に淫す〈歲は歲星なり。星紀は丑 斗・牛の なり。玄枵は子に在り、虛・危の次なり。淫 猶ほ過ぐるがごときなり。明年當に玄枵 るべきに 今已 玄枵 故 之を淫行して次を失するとするなり。 〉 。虵
 
龍に乗ずれば、宋・鄭必ず饑ゑ























































































































































































































































































［齊、 乙は東夷、 丙は楚、 丁は南夷、 戊は魏、 己は韓、
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 主るなり。 」と。 〈 『七耀天文』に曰く、 「日
月五星の初めて犯守出入する日、甲・乙を以てすれば期を百二十日と爲し、丙・丁なれば八十日と爲し 戊・己なれば六十日とし、庚・辛なれば二十日と爲し、壬・癸なれば二十日と爲すなり。色赤なれば楚と爲し 青なれば齊と爲し、黃 衞と爲し、黑なれば燕と爲し、白 秦と爲す 犯守 て三日の內 大
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雨あれば其の災






























































































































































































































































秋、 宋大水。公使弔焉曰、 「天作淫雨害於粢盛若之何不弔 〈不為天所愍弔〉 。 」對曰、 「孤實不敬、天降之災、又以爲君憂拜命之辱〈謝辱厚命〉 。 」臧文仲曰、 「宋其興乎〈臧文仲、魯大夫。 〉 。禹・湯罪
己、 其興也悖焉〈悖盛貌。 〉 。桀・紂罪人、
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　『漢書』卷二十七下之下、 五行志下之下、 五行皆失二、 星隕、
嚴公七年の條、顏師古注
　　　


























以我爲君乎。是寡人之命固盡已、子無復言矣。 」子韋還走、北面載拜曰、 「臣敢賀君。天之處高而聽卑。君有至德之言三天必三賞君。今夕熒惑其徙三舍 君延年二十一歳 」公曰、「子何以知之。 」對曰、 「有三善言必有三賞。熒惑必三徙舍舍行七星、星一徙當七年、三七二十一、臣故曰『君
延
年




































































































































































































































































































昔者、 殷王帝辛之世〈帝紂。 〉有雀生大鳥於城隅焉。占之曰、「凡以小生大、 則國家必王而名必昌。 」於是帝辛介雀之德〈介助也。以雀之德為助也。 〉不修國政、亢暴無極。朝臣莫救、外冦乃至、殷國以亡。此即以己逆天時、詭福反爲禍者也。又其先世殷王
太戊之時、 道缺法圮、 以致夭櫱。
桑・榖生于朝、
七日大拱。占之者曰、 「桑榖野木而不合生朝。意者國亡乎 」太戊恐駭、側身修行 思先王之政、明養民之道。三年之後、遠方慕義重譯至者十有六國。此即以己逆天時、得禍爲福者也。
なお、帝辛の故事を『戰國策』宋策は「宋王之時」とし、 『新序』雜事篇は「宋康王時」とする。（三）


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【付記一】本稿は、本誌九三号（前号）に掲載した「京都大学人文科学研究所蔵『天地瑞祥志』翻刻・校注―「第一」の翻刻と校注 （一） ―」 の続編である。 『天地瑞祥志』 概説及び凡例については、前稿を参照願いたい。 また、 「第十四」 の翻刻・校注である佐野誠子・佐々木聡「京都大学人文科学研究所所蔵『天地瑞祥志』第十四翻刻・校注」 （ 『名古屋大學中國語學文學論集』第二九輯、二〇 五年）が刊行されている。併せて参照い だきたい。【付記二】本書の翻刻を許可して下さった京都大学人文科学研究所と同研究所の武田時昌教授に記して謝意を示したい
〈みずぐち
 もとき／本学准教授〉
〈たなか
 よしあきら／大東文化大学東洋研究所講師〉
